
　百草八幡神社の境内にある奉安庫には、国指
定重要文化財の銅造「阿弥陀如来坐像」が安置さ

れています。この阿弥陀如来坐像は中世の大寺

　背中の銘文から、この像は源氏出身の女性が

施主となり、建長2年（1250）に「日本武州多西吉

冨真慈悲寺」に造立されたことがわかります。僧

慶祐を願主として子孫の平安や亡くなった人の

冥福を祈るためにつくられました。

　毎年9月の例大祭には一般公開されます。
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院真慈悲寺の存在を示す重要な資料です。


